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競技専用 シューズですから多角的な
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つまり すばやく打点の位置に行 きバ ックスウイングの

状●で羽線 を持つことができるのです。

競技専用でなければ こうはいきません。バ ドミン トン

競技を知 りつくしたタイガーoだ からで きた燎針です。
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ご あ い さ つ

技と力」の融合されたスポーンとして発展の一路をたどっているのであります。

本大会は、過去に幾多の日本を代表する名選手を生み、歴史と名誉ある大会であり、日本の トップ・プレーヤー

と幅広い年令層にわたっての祭典であります。

参加選手の皆 さん、日本のバ ドミントン界の限りない発展のために、日頃練磨の技を充分に発揮 され実り多い

意義ある大会になりますよう、表心より切望いたします。

終 りに本大会開催にあたり、地元バ ドミントン協会をはじめ、終始ご協力、ご支援 を賜わりました関係各位に

対 し、心から厚 くお礼申しあげます。

祝 辞

宮 崎 県 知 事

黒  木     博

太陽と緑と花の宮崎に全国各地から多数の役員・選手をお迎えして、第

19回 全日本社会人パ ドミントン選手格大会が開催されますことは、このう

えもない喜びであり、心から歓迎の意を表する次第であります。

現在、本県におきましては、スポーツを通 じて県民の健康と豊かな心を育てるために、県民皆スポーツ運動を

力強 く推進 しておりますが、一方昭和54年の第34回 国民体育大会を本県で開催することになり、これに備えて諸

条件の整備もいたしているところであります。

かかる時に、本大会が当地で開催 されますことはまことに意義深 く存 じ、また本県のスポーツの普及向上に大

きく寄与するものと確信 しております。

どうか選手各位は、平素の力を十三分に発揮 され、健闘されることを切望いたします。

4
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日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会

会長 本 田 弘 敏

第19回 全日本社会人パドミントン選手権大会が「太陽とみどりのくに」

宮崎県で開催いたしますことは、誠に喜びにたえません。

パドミントン競技は、全世界の人々に愛され高度の技術を要する「美と
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宮 崎 市 長

清 山 芳 雄

このたび第19回 全日本パ ドミントン選手権大会が、当宮崎市で開催され

ますことは、このうえもない喜びであり、宮崎市民を代表いたしまして心

からご歓迎申しあげます。

本大会も回を重ねるごとに、ますます隆盛 を続けており、パ ドミントンを通 じて、スポーツ精神の高揚 と普及、

発展に大きな役割を果 しておりますことは、誠に慶賀にたえません。

昭和54年には、当宮崎市を中心に第34回国民体育大会が開催 されることになり、市民のスポーツに対する関心

は、とみに高まりつつある今日でございます。

か ヽる時、洗練 された技術を身につけられた選手の皆様が一堂に会され、すばらしい競技を展開していただき

ますことは、本市はもとより本県のスポーツ界に与える効果は大きなものがあると思います。

どうか選手の皆様方には、日頃の練習の成果を遺億なく発揮 され、本大会が輝かしい大会として、終了いたし

ますよう祈念し、私のお祝いの言葉といたします。

宮 崎 県 バ ドミ ン トン協 会

会長  福  田    実

いまだ秋とはいえ残暑 きびしい本日「 太隅とみどりのくに」宮崎の地に

全国各地の相鋭をお迎 えして第19回 全日本社会人バ ドミントン選手権大会

を開催できますことは私どもの大 きな喜びであります。

ご承知のように本県は昭和54年の第34回「 日本のふるさと宮崎国体」 を迎えることに決定 しておりこのたびの

大会は、本県バ ドミントン発展のためいっそうの力添えとなるものと確信するところであります。

選手のみなさん、社会人として制約の多い生活の中で自己を鍛 え、技をみがかれた成果を本大会において遺憾

なく発揮 され、世界のスポーツ愛好者を結ぶ一環 として多大の成果をおさめていただきますよう心から念 じるも

のであります。

終 りにご協力いただいた役員諸氏をはじめ御支援御芳情を賜わりました関係各位に哀0よ り厚くお礼申しあげ、

歓迎のあいさつといたします。

歓 迎 の こ と ば
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これからのシャトルは
ナイロンです。

″liヨにコEIジ【
審査合格

新製品

N05000写イヤトーン

羽立工栞株式書稚

″質τAC″′

日本バドミントン協会公田

本社・

"口
彙湖西市新所二 TEし 、05357)3-1501代 表

東京営彙所 東京都合東区蔵前3-lo一 フ TEL(03｀

“

1-2777

Ｆ

風

です。
21世紀のンヤトルコックはナイロンです。

未来派シャトルハネエース はナイロン羽

弁と天然コルクの組合せにより水鳥検定合

格球と全く同じ打球感、運動特性を有し、

水鳥検定球に比べ比較にならない程優秀で

最も経済的なシヤトルコックです。

バドラケットの傑作が生れました

経済的価格で耐久力も一段と優れた

バドラケツトの逸品 .′

日本一の生産■ を誇 る

ヽ_/
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大 会 役 員

(順 不同敬称略 )

名誉 大 会 長

名 誉 願 問

大 会 会 長

大 会 副 会 長

円l

参 与

宮 崎 市 長  清山  芳雄

宮 崎 県 知 事  黒本   博

日本 パ ドミン トン協 会 会長

日本バ ドミン トン協会副会長

本田

広田

森友

松下

柴田

井上

福田

弘敏

兼敏

徳兵衛

正寿

勝治

敬一

宮崎県バ ドミ

小谷  政一

原田   正

松葉 億二郎

新川1  益治

伊沢  二郎

地崎 宇二郎

鈴木 伝四郎

市川  十郎

中村   伝

矢部  喜一

永木  英一

中尾  喬一

辻村  猛男

梶原  景光

稲福  盛輝

平松  輝夫

恒吉  文夫

坂場  誠一

ン ト ン協会会長

穂積  正晴

林   道彦

山田  文雄

谷口   知

今井   先

清藤  六郎

小島忠佐衛門

滝口   進

原  二三推

後藤   淳

石渡  後一

原   立市

俊成   薫

横尾  秀夫

本部  安夫

服部  七郎

川中  清茂

上杉  兼禎

岩切

平田

柿塚

豊餞

角田

山本

永山

小ロ

金森

安西

今井

中オす

藤井

藤田

荒川

細山

上山

吉村

実

章太郎

快男

国男

輝隆

長友

石渡

原田

堀

川端

浅野

小柴

穴水

宮下

神谷

藤田

天野

山本

脇屋

増田

朝飛

神田

小山

貞蔵

俊一

政邦

敬二

昇市

喜代治

貢

清彦

明

庸右

辰雄

邦彦

長可

吉郎

初美

建次

俊夫

渡辺

自山

鳥谷

相沢

宮澤

松橋

日野

市嶋

繊田

栗本

寺西

林

四島

米丸

島津

恒吉

飯田

綱 夫
顧

源二郎

賢三

益己

尚夫

宏之

藤吉

貞夫

祐二郎

貴士

政雄

藤平

武二

鎮椎

健

二男

義光

克明

菊利

茂

智二郎

喜一

藤四郎

清

義郎

司

芳男

久厚

政男

敬勝

順二郎
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大 会 委 員 長

大会E」 委員長

大 会 委 員

小宮  淳宏

高倉  正治

日高   壮

穐 山  正維

小飼  栄一

内藤  安雄

山本  洋産

後藤  忠弘

中山  広明

市喘 智二郎

竹林  克彦

神沢   1暁

内多 小五郎

河田  茂雄

吉田 健次郎

新見  泰志

川島  一郎

屋良   勝

田中  郁彦

甲斐   敏

松川1  康彦

河野  員積

内山   洋

細元  啓吾

松本  行弘

大田原 武美

野中  芳郎

坂元  資佳

日本バ ドミン トン協会理事長

日本バ ドミントン協会副理事長

宮崎県バ ドミントン協会理事長

青木  昭二   秋元  信一

板垣  隆房   上原  正士

高橋  重夫   遺井  稔男

秦    浩   福田   武

伊藤  基言己   池田  昌遭

中島  寿臓   中田  正彦

村野   浩   毛利  清志

内田  正博   神    隆

加藤  寛治   富川   鼻

小出沢  悟   遠藤  真男

渡辺  成椎   伊豆   晃

北   義一   松尾  良行

植田  博宜   浜中   誠

柿本  修宣   本郷  節生

野聞   優   平野   平

億永  英敏   井尻  直孝

姫野  正夫   谷口  重利

岩崎  博臣   茨木  裕一

小池  鉄夫   藤野  善億

図師  和史   中島  善彦

蓑毛   党   小西  敏郎

荒川 元四郎   茅島  隆共

新垣  隆正   園田  立信

松本  博光   村上  誠一

土公 富士夫   尾崎  公男

伊藤

里見

並木

相場

菅原

増田

加藤

中オl

五十里

朝見

久保

山根

和田

丸山

広田

金丸

小野

上山

橋口

松浦

徳地

小倉

日高

竹之下

鎮一

光徳

萬次郎

清一

幸椎

保夫

石原

吹田

布引

浅同

関根

松本

オす山

須藤

大里

大箸

野村

安部

東田

仲村

山内

奥

山下

荒井

溝口

中オま

甚野

黒木

斉藤

立花

幸推

修一

修二

武

義椎

弘充

幸椎

博

俊一

昭司

喜明

淳美

多美男

寛市

勇紀

一夫

敏雄

澄子

月夫

後之

市郎

隆志

正美

重和

三 夫

ヽ隆

光秋

順一

宏

怜

寿

嘉久

彰

友重

弘子

茂

学

良一

克晃

文雄

富士男

和生
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競 技 委 員 長

競 技 副 委員長

競 技 委 員

総 務 委 員 長

総務 副 委 員長

審  判  長

副 審 半1 長

審  判  員

線 審

得 点 表 示 係

進  行  係

放  送  係

記  録  係

掲  示  係

シ ャ ト ル 係

報  道  係

会  場  係

競  技  役  員

内藤 安雄

中田 正彦・松本 行弘

黒崎 二男・菅原 幸雄・中島 寿稽・山本  博・生田 隆朗・栗  英剛

村山 幸雄

日高  壮

屋良  勝

伊藤 基記

山内 勇紀・広田  彰

松本 行弘 ″jヽ 倉 文雄・徳永 英敏・屋良  勝・大重 裕美・森山 勝郎

和田三千夫・南 佐登志・野中 孝志・野中 芳郎・村上 誠一・大田原武美

長町 幸子・大田原富子

蛯原 政和 。長友 克成・清水 良彦・藤原  徹・黒田 和彦・斉藤 正美

日高富士男・松本 博光・津曲 忠司・松山 哲男・中村 信夫・福永 俊一

川田 泰明・荒川元四郎・橋口  学・黒木 隆志・甲斐久美子・中原 幸子

中窪奈保子・花牟礼照行・岩崎 博臣・園田 立信・馬渡奈保子・福島 京子

松田 貴子・西田たみ子・長友 君子

宮崎工業高校生徒・都城商業高校生徒・宮崎女子高校生徒

松本 行弘・徳永 英敏・野中 芳郎

小倉 文雄

園田 立信

橋口  学・図師 和史

広田  彰 。長町 幸子

橋回  学

黒ホ 隆志・茅島 隆典

9



ロ祝l第19 全 日本社 会人バ ドミン トン選 手権 大 会

MRT NEWS WIDE

100万人の日―カルニュース
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弔

◆開 会 式 9月 12日 (AM8:30)

開 式 通 告

役 員 選 手入場

開 会 宣 言

国 歌 斉 唱

優 勝 杯 返 還

挨     拶

総 務 委 員 長  日  高

大 会 委 員 長  小 宮 淳

午
ヘ

ヽ
／
．

__やヽ

工ヽ

壮

宏

歓 迎 の こ と ば

競 技 上 の注 意

体育館使用上の

注     意

選 手 宣 誓

閉 式 通 告

役員・選手退場

開 式 通 告

成 績 発 表

表     彰

歓 送 の こ とば

閉 会 宣 言

閉 式 通 告

役員・選手退場

大 会 会 長

宮 崎 県 知 事

宮崎県バ ドミントン

協  会  会  長

宮 崎 市 長

大 会 審 判 長

大 会 委 員

選 手 代 表

総 務 委 員 長

総 務 委 員 長

大 会 競 技 委 員 長

大 会 会 長

宮 崎 市 長

大 会 委 員 長

総 務 委 員 長

田  弘  敏

博

実

芳  雄

基  記

勝

奈 保 子

壮

本

田

山

藤

良

渡

高

本

黒

福

清

伊

屋

馬

日

高

藤

田

山

宮

高

◆閉 会 式 9月 15日  (PMO:00)

日

内

本

清

′j、

日

安

弘

芳

淳

壮

雄

敏

雄

宏

壮

ロ
ー
ー
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口
王

■
■

同
国

第

日

目

1キ
4 5 6

第

日

目

｀ヽ ヽコート

時
｀ヽ

、

9 : 00 MS l MS 2 MS 3 MS 4 MS 6 MS 7 MS 8 9 :00 MD" MD 8 MD 24 MD" MDる MD″ MD 28 MD 29

30 MS 9 MS 10 MS ll MS 12 MS 13 MS 14 MS 15 MS 16 30 MD∞ MD 31 MD 0 MD 3 MD" MD" MD“ MD"

10:00 MS 17 MS 18 MS iO MS" MS 21 MS 22 MS 8 MS 2 10:00 LD 0 LD 10 LD ll tD 12 LD ll LD 14 LD 16 LD 16

30 MSる MS% MS η MS● MS" MS m MS 31 MS 32 30 MD“ MD" MD 40 MD 41 MD 42 MD 43 MD“ MD 46

11:(Ю MS“ MS“ MSヽ MS“ MS" MS“ MS 39 MS 40 11 :00
`OD l

mo l ∞D l ∞D 2 ∞D 3 ∞D 4

MS 41 MS.12 MS 13 MS 44 MS 45 MS 46 MS 4' MS`` 30 MX 14 MX 15 MX 16 MX l, MX 13 MX 19 MX" MX 21

12:00 MS 49 MS Ю MS 51 MS 52 MS 53 MS“ MS“ MS“ 12:00

“

D 2 400 3 40D4 ЮD 5 mD 2

“

D 3 ,D 4 ∞D 5

LS l LS 2 LS 3 LS 5 LS 7 LS 3 30 LD 17 LD 18 LD l' LD" ∞D 5
"D `

mo 7 ∞D8

LS , LS 10
|

Ls u lls u LS 13 15 LS 16 13:00 MD“ MD 47 MD 47 MD 49 ① , ЮD 7 ,D 6 ,D 7

30 LS l, LS 13 LS 19 LS" LS 21 ∞S l ∞S 2 匈S 3 30 MX 2 MX 23 MX'4 MXあ しD21 LD 22 ∞D 9 ∞D10

14 :00 OS l ЮS 2 ЮS 3 OS 4 OS 6 ∞S4 ∞S 5 ∞S 6 14:00 MD" MD 51 4oDO ,D0

30 ,S l ms 2 ,S 3 mS 4 ms s
"S6

MS, MS" 30 L00 ,il MXる MX 27

15 : 00 MS, MS 

“

MS `l MS O MS“ MS“ MS“ MS“ 15:α〕 MD0

30 MS● MS 68 MS 69 MS 70 MS,1 MS η MSお MS“

第

四

日

目

9:α) MS l13 M S l14 MS i15 MS l16 LS 4o LS 47 LS 48 LS 49

16:00 MSる MS 76 MS η MSヽ MS" MS m MS 31 MS田 30 MX0

30 MS田 MS“ MS“ MS“ MS 87 MS“ 10:00 M S l17 MS1181 LS, LS 51

第

日

目

9 :00 LS 2 LS a LS 2 LSる LS%
|

LS η LS" LS"
11 :00 MS0 LSO

30 LS∞ LS 3l ]Ls r LS 3 LS● LSヽ LS“ LS"

(注 )

イ.試合の進行状況により、多少変更する場

合もあります。

口.各試合の開始 5分前にコールいたします

ので準備 してください。

ハ.会場 に到着 した選手は、かならず進行係

までその旨申し出て下さい。

‐.試合開始時刻 (コ ール)よ り30分経て

もコー トに入 らない場合は棄権とする。

ホ.各 日の初回戦と準決勝以外は敗者審判に

なっておりますので、敗者はそのまま進

行係においで下さい。

10:(X)

30

∞S7 ∞S 8 ∞S,
"S10 "S ll

∞S12 ∞S10 ∞S14

MX MX 2 MX 3 MX 4 MX 5 MS 6 MX 7 MX 8

11:(X) MX 9 MX 10 lヽX ll MX 12 MX 13

“

S6 OS 7 ЮS 8

30 41S ' ,S7 ms 8 ∞S , ,S iO MS m MS∞ MS,1

12 :00 MS● MS“ II S“ MS% MS% MS 97 MS“ MS 9

30 MSl∞ M S 101 lヽSlυ M S i03 MSl∝ LS 38 LS" LS 0

13:(X) LS 41 LS 42 LS 43 LS“ LS 45 ∞S15 ∞S16 OS 17

30 ∞S18 OS 10

“

,S ll ms ll mS 12 M S 105 MSl“ MSl"

14:00 MSl田 MSl∞ M S l10

|  |  |
IMSu21LD llL0 2 LD 3

30 ms ms

“

S2 LD 4 LD 5 LD 7 LD 8

15100 ,SO MD MD 2 MD 3

MD 10

MD 4

MD ll MD 12

MD 6 MD 7

30 MD 8 MD 0 MD 13 MD 14

MD 15 MD MD MD 20

|

MD 2rl

- 13 -

30

30

13:CЮ LS li

30

M S lll

MD 5

16:00
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大阪市西淀川区野里 1丁 目23-20
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スポーツ用ネットの専門メーカー

何んでも御相談下さい。

テ ニ ス ・ パ レ ー ボ ー ル
~

サ ッ カ ー ・ ハ ン ドポ ー ル

バ ス ケ ッ ト・ パ ド ミン トン

卓 球  野 球

各 協 会 連 盟 公 認 ネ ッ ト

い つ も安 心 して プ レーの 出来 る

丈夫 で長持 のす るネ ッ トです 。

是非 ご指命 ご愛用下 さい 。

埼玉県幸手町中 !丁 目7-4

Yo M.ミセキネット ミセキネット製作所
T E L 04804(2)0379 〒340-01
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一 般 男 子 単 (MS)No.1

小 島

竹 原

遠 藤

花牟礼

南 田

菅
・

原

牧 野

伊 藤

渡 辺

野 本

大 場

山 本

中 野

八 木

今 井

飯 野

松 田

井 出

高 橋

小 疇

松 波

斉 藤

大 東

辻 本

川 前

高 野

赤 塚

山 口

大 谷

池 田

平 (神奈川)1

0
93

″ 2 0
107

117

113 114

0

A
2. υ

108

0 41

43

44

45

46

口   寛 (愛 知 )

田 茂 樹 (埼 玉 )

田   昇 (大 阪 )

村 徳太郎 (東 京 )

戸   照 (福 井 )

部 広 美 (二  重 )

井 勇 司 (群 馬 )

原 照 男 (富 山)

東 孝 治 (東 京 )

島 真 一 (大 阪 )

永 英 枚 (宮 崎 )

藤 次 男 (埼 玉 )

橋 友 行 (愛 知 )

井   裕 (山 口)

田 証 雄 (東 京 )

正 隆 (石  川 )

下 秀 利 (埼 玉 )

田 大吉郎 (二 重 )

一 誠 (東 京 )

原 健 身 (熊 本 )

崎 由 雄 (福 井 )

中   勇 (栃 ホ )

尾 正 一 (大 阪 )

木 勝 之 (神奈川 )

保 幸 弘 (新 潟 )

合 信 之 (愛 知 )

田 秀 和 (東 京 )

藤 博 文 (埼 玉 )

富 正 史 (山 口 )

藤 好 男 (北海道 )

31 谷

32藤

33 ,岩

M 山0

0

茂 (大 阪 )

修 (東 京 )

照 行 (宮 崎 )

義 正 (愛 知)

薫 (埼 玉 )

光 男 (富 山)

正 己 (二 重)

光 男 (山 口)

綱 夫 (東 京 )

和 博 (千 葉)

敏 彦 (福 井 )

和 雄 (長 崎 )

清 仁 (大 阪)

茂 満 (東 京)

佳 孝 (埼 玉)

茂 (石  川)

裕 雄 (静 岡)

清 (神奈川)

清 治 (滋 賀)

議 (愛 知)

散 行 (東 京 )

歳 文 (佐 賀 )

義 文 (香 川 )

明 裕 (大 阪)

茂 雄 (栃 木)

正 三 (北海道 )

香 (二 重)

正 人 (埼 玉)

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

2

66

17

18

1

神

月風

今

米

中

中

徳

斉

中

土

米

ホ

松

関

芦

」いヽ
1‐

田

鶯

鈴

久

川

町

佐

永

遠

105

106

91

′

69

71

23

24

26

27

36

7

38

39

マ()

7

48

50

51

52

別

56

ワ

58

59

0ス

こ

90

61

9 0

4

5

0

11

ユ

3

●

62

0

12

13

%
0

2

0

2

2 119 :

ユ

ユ

ロ

只エ

34

供
が
よ
ｒヽ
６・

（抹
、３

・１

信 孝 (東 京)30

14

“

28

60

ユ

0

0

15

′ 12
ト ーー‐ 日 ‐

1 決勝 :



一 般 男 子 (MS)ヽ .2

今 泉

岩 田

横 田

本 村

荒 ホ

佐 野

粕 谷

青 山

池 田

市 村

大 重

高 岡

角 浜

横 山

田 所

笠 井

岩 崎

下 田

森 本

滝 島

磯 野

田 児

相 川

桐 生

芦 田

工 士

横 内

松 井

山 下

尾 崎

勉

崇

和 博

敏 男

正 則

弘

武

忠 雄

光 宏

未 文

裕 美

桂

勉

昌 弘

光 男

教 行

博 臣

勲

隆 則

健 ‐―

雄 二

浮 ~

進

台次郎

正 英

恭 司

耕 二

智 治

順次郎

幹 雄

(富 山)61

(愛  知)62

(東 京)63

(北海道)“

(埼 玉)65

(大 阪)66

(栃 ホ)67

(』貯  矢口) 68

(静 岡)69

(東 京)70

(宮 崎)71

(福 井)72

(埼 玉)73

(滋  賀)74

(東  京)75

(神奈川)76

(宮 崎)77

(二 重)78

(山  口)79

(埼 玉)80

(愛  知)81

(東  京)82

(石  川)83

(群 馬)雛

(新  潟)85

(熊  本)86

(埼 玉)87

(高  知)88

(大 阪)89

(東 京)90

こ

/ 0

118

115 116

堂谷内

小 池

沢 田

池 田

沢 田

2ヨ  ホす

小 林

米 沢

藤 田

正 岡

脇 坂

築 山

杉 田

松 田

鈴 木

栂野尾

野 中

浜 回

滝 野

上 原

村 石

九 原

坂 本

菊 地

菅 原

松 原

宮 本

近 藤

銭 谷

7

97

98

99

a

0

10

ユ

110

101

0

91

92

93

95

96

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

11

112

13

111

均 (石 川 )

英 安 (埼 玉 )

正 夫 (愛  知 )

文 昭 (大  阪 )

和 彦 (東 京 )

龍 夫 (千 葉 )

信 行 (二  重 )

和 男 (富 山 )

信 雄 (埼 玉 )

洋 三 (愛  知 )

重 之 (滋 賀 )

元 博 (熊 本 )

博 (神 奈川 )

仁 (山  口)

健 二 (東 京 )

昌 一 (東 京 )

芳 郎 (宮 崎 )

康 (栃 木 )

0

30

35

38

41

111

2

ユ

ユ

●

●

860

47

8

9

51

53

騨

55

フ

イ

，

●

102
2

3

三 上 隆

● 0 0

112  2

103

1跡

久 克

公 一

章

正 昭

正 敏

賢 二

泰次郎

敬 二

裕 史

宏 和

孝 晴

欽 治

(二  重 )

(大  阪 )

(岐 阜 )

(埼 玉 )

(北海道 )

(山  口 )

(東  京 )

(愛  知 )

(埼 玉 )

(大  阪 )

(福 井 )

(東 京 )

0

θ

ス 2

79
0

ミ

115

116

117

18

119

`
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フレーム価格 ¥4′ 500

リ ラタリ

河崎ラケットエ業株式会社II水バドミントン|イ:会‖
`.誅

/アヽ
VLノ

0



一 般 男 子 複 (MD)

2
栂野尾・飯

森 本・渡

大 重・広

野 本・田

久 保・芦

小 嶋・脇

関  。上

野 (喬

辺 (山

田 (宮

児 (東

田 (新

坂 (滋

原 (農

京  ヽ .
王:′

  ・

日 )2

崎)3

京)4

潟)5

賀)6

京  ヽ ゥ
坤1′  `

2

′ 2

52

5() 51
‐2

2

28 1笠

29  ′jヽ

30 遠

31 大

32  神

33  松

34 岩

35 山

36  り||

37徳、

38木

39 中

井・高

林・伊

藤・松

場 。西

戸・高

原・福

田・滝

村・市

前・佐

永・野

下・角

橋・青

泉・牧

尾・池

田・浜

池・佐

木・町

士・大

塚・九

井・桐

田・菅

谷・高

井・坂

崎・近

原・横

田・尾

2

0

24

2

コヽ26

27 2

49

0 θ

41鷲

42松

43 ′
1ヽ

44 鈴

45  工

46 i赤

47 今

48 南

49 奉白

50  二

51 .寺

52 菅

53池

橋 (神 奈川 )

藤 (二 重 )

井 (蕎 嬬)

村 (千 葉 )

岡 (福 井 )

井 (埼 玉 )

野 (大 阪 )

村 (東  京 )

野 (大 阪 )

中 (宮 崎 )

浜 (埼 玉 )

山 (愛  知)

野 (富 山 )

田 (大  阪 )

日 (二 重)

藤 (埼 玉 )

田 (東 京 )

東 (熊 本 )

原 (北海道 )

生 (群 馬 )

原 (愛 知 )

野 (栃 ホ )

本 (山  口)

藤 (福 井 )

内 (埼 玉 )

崎 (東 京 )

3()

も3

1

2

4

6

10

:38
′12

0

Z

12

13

15

(31

0

0

2

′

46 48

米 沢・

松 波・

杉 田・

大 谷・

中 島・

ホ 村・

田 所・

松 田・

村 石・

花牟礼・

横 田・

山 口・

相 川・

山 下・

三 上・

芦 原・

谷 口・

藤田0・

井 出・

今 井・

米 原 (富  山)8

沢 田 (愛  知)9

鈴 木 (神奈川)10

滝 島 (埼 玉)11

宮 本 (大 阪)12

遠 藤 (北海道)13

土 、田 (東 京)14

永 富 (山  口)15

斉 藤 (埼 玉)16

岩 崎 (宮 崎)17

中 束 (東 京)18
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竹の特性を生かした話題のバンブニラケッ卜.4/

竹製なればこそ発揮で きる威 力が

パドミントンのブレーに適 した材質

の特性であることに着‖して、その

研究成果 を集積、ここに今話題の

パンプーラケット(ハ イ・トーマス)が

誕生 しました。

■竹と木の合板による強初なフレームと

細くて長いテーバ~ン ヤフトによる抜群

の反攪力と反携音.■薄いフレームに竹

独特の強さとしなりがシャープな振りと

動きを可能にします。■ガット張りによ

るラケフトの変形が起らない.ロツフト

グリップが手に良くなしみます.
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カーボン入リガット

弾力性・耐久性バ ング´のステ´レスス
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伝統 と信用 の専 門店

庁

校

公官

学 更笙1御用達
7工   ↑■ '

記 念 品 の 基眠橋本商会
宮 崎 市 橘 通 東 5丁 目 4-15

TEL(25)代 4348
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記 念 品 専 門 店
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１

宮崎店

日南店

宮 崎市鶴島 2丁 目15番20号 〒880

T E L 0985(28)2816(代 )

日 南 市 中 平 野 町 (妻手橋 元 )

T E L 09872(2)5880
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混 合 複 (MIXD)

今 井・池

花牟ネい 馬

西 村・今

横 田・沢

鈴 木・鈴

藤 原・石

谷 口・布

土 田・菅

岩 崎・福

野 本・清

神 戸・中

東 条・田

南 田・小

町 田・石

飯 野・陣

田 (東 京)1

渡 (宮 崎)2

田(嘉 窒)3
田 (滋 賀)4

ホ (神奈川)5

原 (香 川)6

上 (愛  知)7

原 (東 京)8

島 (宮 崎)9

2

ク ユ ル

16杉 田

17辻 本

18大 場

19松 本

20田  児

21川 合

22栂野尾

23菅 原

24横 山

25鈴 木

正  岡

7高 橋

28徳 永

29 関

・杉 田

・牛 田

・古 谷

・甲 斐

・福 原

・浦 田

・栂野尾

・我 妻

・山 脇

・中 鉢

・貫 薗

・遠 藤

。中 原

・石 田

(神奈川)

(香 川)

(霧 奎 )

(宮 崎 )

(東 京)

(愛 知)

(東 京 )

(埼 玉 )

(滋 賀)

(東 京)

(愛  知)

(神奈川)

(宮 崎 )

(裔 高)
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政 府 登 録

国 際 観 光 旅 館

〒

“

0宮 崎 市 大 淀 河 畔

TEL(代 )0985-24-3618

南国旅情溢 れる みやざき′

政府登録

(519号 )

▲           ^
‐ _         

―薇花%に子
宮 崎 市 大 淀 河 畔
TEL(0985)24-1150

Ｌ

フ

“

「

太陽と緑と自然のくに
みやざき

◎
政 府 登 録 (登 録 旅 第 622号 )

1菫「Z事ゲ百Lだ■.デ|ル
日本 ダイナ ースクラブ会 員
JCB・ 住 友 カ ー ド会 員
宮 崎 市 松 山 2丁 目 2-42
TEL 宮崎 (0985)22-2121
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第 19 日本社会人バドミントン選手権大会

勝利を招く世界のカアルトン

総発売′Gメ トロレジャー株式会社 〒101東京都 千代日1区 外神田5→ -48(03)833-3661(代
)

バ
ド
ヽ
シ
ト
ン
の
競
技
技
術
を
先
ど
り
し
て
い
ま
す
。

祝

世界一の超高級品カアルトン。その伝統の技術は、いつても
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新 しい2つの再開発で……

水鳥シャトルに匹敵する

高性能になりました。

A図 ニュートーナメント:ターン・ォーバーが速い。自く見えやすい。

B図 1日型シャトル :ターン・オーバーがゆっくりしている。見えにくい。

tヽかなる技術改良を重されても、ナイロン・シャトル・コッ

クは、水鳥シャトルの性能と同じにすることは、決しててき

ないと、多くの人が信じて,ヽました。私達はこのムタとも
思える努力に敢然と挑戦しました。その結果、あらゆる

人々が私達の成功を認めてtヽる,■B=、 私達はこの成功
に自信をもっております。

カアルトンカ
'1墜

,色するくニュートーナメント〉シャトノレ・コック

は、2つ の点をグレース・アップし、その成功に応えていまt
ます 従来のベースから新い 固ヽいベースに改良し、飛翔

状態をまったく変ぇました。1日 型シャトルとニュートーナ

メントの弾道をくらべて下さtヽ。(分解写真参照 )あ さらか

にその違いが分ります。ニユートーナメントのシャトルの

ターン・オー′ヾ―は旧型にくらべ、すばらしく速くなって

いまtこれは、ナイロン・シャトル・コックの主な1比判に

対して、サープを短くし.ネ ット・プレーをより正確に

するこどr克服しました。(こ の他に、シャトルの打球音、

ラケットの接触感が、ずっと満足できるものになりました。)

分解写真をごらん下さヽ 、A図は自く、B図は灰色に見え

まtこれは印刷のミ支でなく、すべてニュートーナメントの

構造のためてtl日型にくらべてずっと網目が入り組ん

私達は、いままでき説明した2つ の再開発て 水鳥シャトル

(=匹敵する性能になったと考えます。それと、水鳥シャトル

よりも象 た2つの点も明らか!:し なければなりません。

それは、値格 (水鳥シャトルにくらべ、ずっと安い)と

耐久性 (水 鳥シャトルよりも、はるかに長持ちすこヽ です。

この水鳥シャトルのレベルに達したニュートーナメントの

優れた感触を、あなた0自 身で、存分にお確かめ下さ,、

勝利を招く世界のカアルトン

総発売元メトロレジャ‐株式会社
'判 別できます。新しい設計てシヤトルは旧型よ

〒101東京都千代口区外
"口

564● (03)8333661(代 ,

スピンします。そのため自く、見えやすい訳です。 楽ニュートーナメントに世界各国の協会で.試合球として採用されてお
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選 手 名 簿 (No。 1)

No. 県    名 人  員 選 手 名

1 北  海 道 5
本 村

小 飼

敏 男 ・ 遠 藤

栄 一

好 男 ・ 赤 塚 正 三 九 原  正 敏

2 栃 木 10 三 上

,召 育ヒ

増 山

隆 康 ・ 粕 谷   武 ・ 田 中   勇

久 子 ・ 日 向 野 藤 枝 ・ 藤 井 由 美 子

直 子 ・ 古 口  茂 子

・ 高 野  茂 雄

・ 青 木 恵 津 子

群    馬 今 井  勇 司 ・ 桐 生 台 次 郎

千   葉 西 村  龍 夫 ・ 大 場  和 博

5 埼    玉 横 内

斉 藤

大 谷

小 池

陣 内

高 谷

孝 二

次 男

正 人

英 安

裕 子

陽 子

菅 原

藤 田

滝 島

佐 藤

及 川

薫

信 雄

健 一

博 文

悦 子

藤 田  茂 樹

松 原  裕 史

木 下  秀 利

荒 木  正 則

我 妻 た き 子

6 43 銭 谷  欽 治

田 所  光 男

今 井  茂 満

田 児  淳 一

中 東  孝 治

名 越  孝 行

楯   篤 志

杉 山  感 志

湯 木  博 恵

今 日 真 知
「

中 鉢  悦「

栂 野

土 田

町 田

遠 藤

菊 地

島 田

花 岡

森 脇

池 田

清 水

石 原

尾

泰

昌 一

証 男

秀 和

修

次 郎

幸 雄

牧 夫

諄 夫

美 加

礼 子

保 子

池 田  信

鈴 木  健

野 本  綱

山 村 徳 太

市 村  栄

岸 波  利

藤 川  俊

上 日  正

栂 野 尾 悦

福 原  友

伊 能  悦

孝 尾 崎  幹 雄

関   一 誠

斉 藤  敏 行

横 田  和 博

沢 田  和 彦

須 田  孝 夫

岡 野  良 雄

中 山 平 八 郎

石 崎  茂 子

菅 原 よ り 子

夫

自5

文

夫

雄

子

子

子

7 神 奈 川 8 小 島

高 橋

― 平 ・ 笠 井

清 ・ 杉 田

新    潟 久 保  幸 弘 ・ 芦 田  正 英

富    山 今 泉   勉 。米 沢  和 男 ・ 牧 野  光 男 ・ 米 原  照 男

10 石 川 堂 谷 内  均 ・ 相 川   進 ・ 米   正 隆 ・ 松 田   茂

福    井 7 神 戸

近 藤

照 ・ 寺 崎

孝 晴 ・ 畑

由 雄

雄

高 岡

中 村

桂 ・ 山 本  散 彦

正 枝■

12 長 FF

13 岐    阜 上 原   章

14 静    岡 井 手  裕 雄 ・ 池 田  光 宏 ・ 滝   正 孝 ・ 日下 部 敏 弘

愛    知 18 洋 三

雄 二

忠 雄

寛 ・ 川 合

敬 二 ・ 松 波

正 夫 ・ 岩 田

信 之

譲
だ■

・ 南 田
。中 橋
・ 中 村

正 岡

磯 野

青 山

義 正

友 行

高 久

15
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22 孝

昭

治

勉

代

子

佳

正

雅

　

成

シ

野

石

井

浜

谷

田

飯

村

福

角

古

今

東    京

教 行 ・ 鈴 木  勝 之 ・ 杉 田   博

良 子 ・ 遠 藤 美 智 子 ・ 鈴 木  節 子

11

里 見  良 三 ・ 片 瀬  政 幸 ・ 高 橋  武 治

谷 ロ

菅 原

沢 田
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日本の美 と伝統 を追求する  民芸家具 とインテ リア

0ミツワ家具店

店舗 宮崎市橘通西2丁目2-14 丁EL宮崎(0985)29-3045

工場 宮崎市吾妻町50      TEL宮崎(0985)22-2179
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選 手 名 簿 (No.2)

No. 県 名 県  名 選 手 名

愛 矢II 山 城  智 徳 ・ 貫 薗 妃 美 子 ・ 松 若

浦 田 由 美 子 ・ 小 林  洋 子

敦 子 ・ 布 上  茂 美

16 ,I「 0 小 林

服 部

信 行 ・ 山 口   香 ・ 下 田

広 美 ・ 松 田 大 吉 郎 ・ 浜 口

勲 ・ 伊 藤

久 克 ・ 増 井

正 己

孝 夫

17 滋    賀 6 小 嶋

山 脇

清 治 ・

昌 子 ・

脇 坂  重 之

沢 田 登 志 子

横 山  昌 広 ・ 横 田  好 弘

18 京    都 5 曽 根

井 上

徳 郎 ・ 紀 田

昌 子

文 男 ・ 新 宮  信 男 ・ 久 代 貫 二 郎

19 大    阪 16 驚 尾  正 一

岩 田   昇

中 島  真 一

秋 本 八 代 美

池 田  文 明 ・ 川 前  明 裕 ・ 佐 野   弘

滝 野  公 一 ・ 山 下 順 次 郎 ・ 竹 原   茂

宮 本  宏 和 ・ 八 木  清 仁 ・ 西 尾 真 理 子

谷  美 津 イ ・ 秋 本  幸 子 ・ 徳 田  敦 子

20 鳥   取 6 佐 々 ホ 義 政 ・ 松 永

井 原 平 八 郎 ・ 田 村

恭 昌 ・ 米 田

周 三

哲 己 ・ 山 根   怜

1颯 」| 岡 本  武 利 ・ 水 川  拾 夫 ・ 石 田  雅 子 ・ 藤 原  敦 子

22 山 || 6 坂 本

永 富

賢 二

正 史

松 田

森 本

仁 ・ 三 井

隆 則

23 香 川 8 辻 本

川 東

義 文 。東 条

秀 美 ・ 田 所

義 昭 ・ 藤 原

静 子 ・ 石 原

和 文 ・ 牛 田 真 由 美

英 子 ・ 山 口  豊 子

24 愛    媛 浜 中   誠 ・ 三 苫  孝

″
司 矢日

福    岡 錯 水  浩 吉

27 佐    賀 大 束  歳 文・ 松 尾  淑 子 ・ 山 口  安 子

28 長    崎 6 中 野  和 雄

柿 本  彰 子

喬 IⅢ I 正 佳 ・ 福 丸  巧 称 ・ 中 島

省 子

本

ld

29 熊     本 ll 芦 原

宮 本

本 郷

健 身 ・ 工 士

生 也 ・ 引 地

節 生 ・ 小 田

恭 司

繁 一

金 光

築 山

元 田

平 崎

元 博

敦 海

鎮 一

田 中

南

芳 文

直 治

30 大    分

31 宮 山奇 21 徳 永

大 重

立 花

小 倉

中 原

甲 斐 久

英 敏 ・ 花 牟 礼 照 行 ・ 野 中 芳 郎

佐 登 志

彰

茂

京 子

岩 崎  博 臣

山 内  勇 紀

北 崎  博 国

日 高  晴 見

馬 渡 奈 保 子

裕 美

重 和

文 雄

幸 子

美 子

野 中  孝 志

松 本  行 弘

日 高   壮

中 窪 奈 保 子

南

広 田

上 山

福 島

- 39 -

21

裕 ・ 渡 辺  光 男

25 松 井  智 治 ・ 山 本  能 也

26

佐 藤  紘 一 ・ 春 武  俊 ― ・ 宮 原  秀 三
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実 地 試 験 免 除
自動2輪から普通車・大型特殊 。けん引まで

清山 自動車株式会社

△
〓
占疋

口貝委安公

指
口■■■■ツ葉自動車学1

,  P
L―

険
TEL(0985)24-3355(代 )

日 本 橋APH

拝事揚 :〃=」Z″万移

宮 崎 市 広 島 1丁 目 6番 8号 〒880
TEL(0985)② 5566
宮 崎 市 青 島子 供 の国横 〒889-22
T E L (09856)⑤  1 3 2 1(代 )
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栄 光 の あ と (No.2)

|‖ 1教 開 催 地 30 才 複 40 才  単 40 才 複 50 才  単 50 才 複 混 合 複

札 幌 市 毛利・山上 伊 藤 基 記 東条・真鍋

善通寺市 毛利・山上 伊 藤 基 記 小島・中北 小 梶 繁 雄 松田・宮地

名古屋市 毛利・ 山上 伊 藤 基 記 降井・菊地 宮 地 次 吉 松田・宮地

倉 敷 市 毛利・山上 伊 藤 基 記 降井・菊地 佐 藤 喜代司 東  ・兵動

熊 本 市

市 岡 市 本郷・杉崎 伊 藤 基 記 鶴 田・ 三沢 降 井 欽 東  ・降井 星野・ 有木

大 宮 市 毛利・山上 伊 藤 基 記 伊藤・山上 今 井   先 星野・ 有木

武 生 市 鈴木・松崎 権 田 正 権田・山上 今 井   先 社 ・小梶 板垣・条田

長 崎 市 毛利・山上 畑
［
υ 雄 伊藤・山上 伊 藤 基 記 社  ウ」ヽ梶 板垣・条田

10 釜 石 市 毛利・山上 毛 利 清 志 森脇・ 畑 伊 藤 基 記 蒔  ・中山 板垣 。大田

11 和歌山市 星野・ 諸江 毛 利 清 志 毛和卜 山上 伊 藤 基 記 伊藤・ 社 鈴木・有木

12 鹿児島市 毛利・山上 毛 利 清 志 毛利・山上 伊 藤 基 記 伊藤・ 社 安沢・金子

13 千 葉 市 星野 ・井門 毛 利 清 志 毛札・山上 伊 藤 基 記 上回・中山 堺  ・天野

14 甲 府 市 北方・奥村 畑   忠 雄 毛利・ 山上 上  回 正 伊藤・平崎

15 四日市市 川上・遠藤 畑   忠 雄 畑  ・浜中 伊 藤 基 記 中山・伊藤 堺  ・天野

16 佐 賀 市 鈴木・吉田 毛 利 清 志 毛利・ 山上 上 日 正 上回・中山 堺  ・天野

17 浪 岡 町 鈴木・吉田 毛 利 :育  志 毛利・山上 中 村 高 久 上回・中山 今井・池田

18 中 野 市 鈴木・吉田 鈴 木 裕 司 松橋・鈴木 中 村 高 久 中山・上回 今井・池田

19 宮 崎 市

メ モ

-421-

堺  ・天野



栄 光 の あ と (No.|)

開 催 地 男  子  単 男
４

， 複 女  子  単 女  子  複 ∞  才 単

札 幌 市 佐 藤 芳 郎 山田 ・ 生田 横 井 キヌエ 横井 ・ 山下 毛 利 清 志

善通寺市 佐 藤 芳 郎 佐藤 ・ 杉 田 横 井 キスエ 横井 ・ 山下 毛 利 清 志

名古屋市 杉 田   博 荒本 ・ 大野 高 島 洋 子 高島 ・ 中島 毛 オll i青  志

倉 敷 市 永 井 栄 片石 ・ 永井 橘   美智子 福永 ・ 横井 毛 利 清 志

熊 本 市 小 宮 好 雄 星野 ・ 富田 横 井 文 子 橘  ・ 酒井

市 岡 市 小 宮 好 雄 小宮 ・ 板垣 横 山 満 子 横井 ・  森 毛 利 清 志

大 宮 市 宮 永 武 司 宮永 ・  堺 高 木 紀 子 毛 和1 清 志

武 生 市 宮 永 武 司 宮永 ・  堺 高 木 紀 子 高ホ ・ 天野 毛 和1 清 志

長 崎 市 秋 山 真 男 岡崎 ・ 秋山 近 藤 光 枝 近藤 ・ 才脇 遠 藤 啓 治

1() 釜 石 市 板 垣 善 憲 小宮 板垣 高 木 紀 子 高本 ・ 天野 遠 藤 啓 治

11 和歌山市 小 島 平 堺  ・ 西野 高 橋 とも子 高木 ・ 天野 遠 藤 啓 治

12 鹿児島市 平 堺 |,| 上野 ・ 大田 遠 藤 啓 治

13 千 葉 市 小  島 平 堺 竹 中 悦 子 竹中 ・ 相沢 鈴 木 裕 司

14 甲 府 市 秋 山 真 男 松島 ・ 本間 高 ホ 紀 子 高ホ ・ 湯ホ 川 上 洋

15 四日市市 秋 山 真 男 宮川 ・  関 中 山 糸己 子 中山 ・ 湯木 川 上 洋

16 小  島 平 今泉 ・ 牧野 湯 木 博 江 湯木 ・ 柴山 鈴 木 勝 之

17 浪 岡 町 今 泉   1勉 池田 ・ 尾崎 湯 木 博 江 湯ホ ・ 池田 鈴 木 勝 之

18 中 野 市 小  島 平 栂野尾・飯野 湯 木 博 江 湯木 ・ 池田 吉 田 邦 男

19 宮 崎 市

モ
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高木 ・ 天野

小  島

佐 賀 市
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列 車 名 南 宮 崎 発 宮 崎 = 宮 崎 発 行   え 列 車 名 官 " 着 宮 崎 発 南 官 14発 行   先

5:35 大   分 0行 日市 4号 5:45 官  `峰
檜心にちりん2号 6:08 博   多 5:55 西鹿児島

忠行 日市 1号 6117 ′jヽ   倉 ワ :01 7:06 0  ■

(体 曰運休 ) 6:29 高  

“

?:39 (休 日運休 ) 奮  ■
7:10 7:14 官   峙 忠行錦江 1号 8114 8:18 山   ′||

7:51 7:55 8:12 8:18 8:22■ 南 宮 崎
格忠にら,ん 3号 8:02 ′

1ヽ   倉 ||_1'I,11‐ 8:26 宮  崎7:40 7:44 8:05 佐 上 原
ふ行えびの1号 8:27 8:33 |●   多8:35 8:39 官   峙

8:40 8:46 西睫児島
特忠にらりん4号 9:00 博   多

8151 宮  崎急行 し い
``

9:18 9:22 9:24
"1  

府

快   逮 9:198:48 8:52 9145 r,司 溶
10:09急行錦 江 1号 10147 10:51 宮  ||

特急にちりん5号 11:03 1●   多 特思 彗 星 2号 10:43 都  織

11:34 11:38 奮   峙 11:14 11:19
特息 富   士 12:25 ｀

東  京 忠行 日市 1号 11:55 宮  崎

忠行えびの 1号 12:42 12:46 宮   崎 患行絆 工 2■ 12:01 12:06 西鹿児島

忠行 日南 2号 !3:02 ′
,ヽ   倉 諄懲

=ち
りんl号 13:20 宮  崎

13:10 ri司 お
忠行えびの 2号 13i46 13:55 11  本

慈行錦江 2号 13:22 13:26 宮  

“

14:OO 14:09
13:34 13:38

薔急にちうん2■ 14:14 吉  峙
特忠にちりん0号 14:07 博   多

忠行錦 江 3号 14:34 14:39
特忠 お お よ ど 14:27 官  "

宮  ||15:35
特ふにちりた7号 14:47 ′

1ヽ   ,
特急富   士 15:40 :5:48 西鷹 児島15:53 15:57 宮  崎

特tお およど 10:42 1●   多16:07 |●   多
ぶ行日南 2■ 16:51 音   峙快    逮 16:17 高 千 聰

16:58 都  :曖特忠 彗 ユ 2号 16:32 16:44 新 大 阪 ,0:53
16:46 16:50 16152 市 廷 岡 特忠にちりん3号 17:27 17:32
17:20 17:24 17:36 17:46 17:56 18:01

思行えびの 2号 17:28 17:31 宮  崎 急

`Tえ

びの 3号 18:20 18:26 熊   本

息行鶴 江 3号 17:48 17:52 特急にちりん4号 18:24 宮  崎

急行 日南 3号 181pl ,1  府 18:43 18:50
18:51 18:55 宮  崎 19:42 19:51 19:55 鬱  城

19:06 新 大 阪 特意にちうん6号 20:12 宮   崎

急行 し tヽ
``

20:36 |ヽ 電ltヽ20:24 20:28 富  

“

20:29
念行錦 江 4号 20:37 20:41 特忠にちりん6号 21:19 宮   崎

忠行えびの3' 20:48 20:52
21:56 都  :崚21:10 商 延 岡

22:38 ふ行日南3号 22:59 官  嬌

急行 日南 4号 22:59 門 司 港 静急にちりん7= 23:03

豪下 車 は 日向 学院 で す。

列申名 宮 崎 発 行 先 ″|1革 名 南li崎発 官

"着
始  ,

6:04 6:09 志 布志 6:50 7100 油 津

快 速 7:05 7:10 ワ:40 ワ144

9:06 9:11 ■  人 8:44 8148

10100 10:05 志布志 10:08 10i12

11:58 12102 鹿 星 11:38 1,:42

12:14 12:23 志布志 快 連 13i50 13:54

快 連 14:42 14:47 都 城 10:32 16:36

16:18 ,6:36 0行佐多

'7:52
17:55 甕 11

17:36 18:10 191,8

19:55 20100 20・ 52 20:56 準  人

21112 21:17 l由 津 快 速 23:17 23:21

言脇町 13和 l口 ∫橘  通
二 丁 目

情  通
二
「

日 卜1,
慣  洒
二
「

B ||.I「

『
富脇町 青葉II

凛
脳
る
一
ｎ

7-10分 毎
=行 '～

10,毎 運1行
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日 豊 本 線 (上 り) 日 豊 本 線 (下 り)

6:04

10:35

12:36

16::0

20:32

21:42
21:52

22:43 宮  崎

日南線下り

`発

車 ) 日南線上り(到着)

市宮崎発

19:14

8平 和 台 行 8青 葉 町 行
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第 34回 国民体育大会
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まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッタ

時速270kmのスピードで、相手コートにたたき・

けられる。日にもとまらぬスマッシュ。今や噂て

ラケット、プラッキー。その覇

“

どは、ヨネック

カ幸刀めて可能にした、極細の輔殊ステンレスシ

フト。ぐんと細身で、普通より長日ですから、

るでムチのように打つ瞬間、鋭利にしなりま「

息をのむ反発力です。そのうえ、特殊合金フレ

ムの強さがプラスされ、切れ味のよい攻撃力。あ

こでここで、プラックパワーと恐れられていま
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